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十
月
十
四
日
（
水
）・
十
五
日
（
木
）

の
二
日
間
、
メ
ガ
ネ
の
イ
タ
ガ
キ
文

化
ホ
ー
ル
伊
勢
崎
を
会
場
に
、
入
社

三
～
五
年
目
の
伸
び
盛
り
な
若
手
社

員
を
対
象
と
し
た
「
二
〇
二
六
伸
び

盛
り
社
員
研
修
会
」
を
開
催
。
受
講

者
・
同
席
者
（
経
営
者
側
）
合
わ
せ

て
約
四
〇
名
が
参
加
し
、
将
来
の
会

社
を
背
負
っ
て
立
つ
若
手
社
員
の
役

割
、主
体
的
な
仕
事
や
働
き
方
、キ
ャ

リ
ア
パ
ス
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
自
身
の
強
み
や
課
題

を
発
見
す
る
た
め
の
講
義
や
ワ
ー
ク

を
は
じ
め
、
前
年
度
受
講
者
に
よ
る

「
課
題
解
決
モ
デ
ル
」
の
報
告
、
あ

る
い
は
「
実
践
こ
そ
大
事
」
の
講
義

な
ど
を
踏
ま
え
、
受
講
者
そ
れ
ぞ
れ

が
具
体
的
な
課
題
解
決
策
を
検
討
。

経
営
者
と
課
題
を
共
有
し
、
そ
の
解

決
策
を
一
緒
に
考
え
る
時
間
も
盛
り

込
む
こ
と
で
、
よ
り
実
践
に
つ
な
が

る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
事
前
に
宿
題
と
し
て

提
起
さ
れ
て
い
た
「
理
想
の
組
織
・

働
き
方
」を
も
と
に
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
と
各
社
ワ
ー
ク
で
さ
ら
に
内
容
を

深
掘
り
。
ま
た
、「
仕
事
を
活
か
し

た
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
」「
未
来
を
描
き

今
を
動
か
す
計
画
の
作
り
方
」
の
講

義
を
踏
ま
え
、
五
年
を
目
安
と
し
た

目
標
・
行
動
計
画
を
作
成
し
、
全
受

講
者
が
力
強
い
言
葉
で
発
表
し
ま
し

た
。

　

受
講
者
が
記
し
た
研
修
レ

ポ
ー
ト
＆
経
営
者
側
の
感
想

（
抜
粋
）
を
左
記
に
掲
載
し

ま
す
。

﹇
受
講
者
﹈

○
研
修
を
通
し
て
自
分
の
現

状
を
知
り
、
何
が
足
り
て
い

な
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
で

課
題
が
発
見
で
き
た
。
仕
事

に
対
す
る
意
識
を
変
え
て
い

く
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

○
社
長
と
話
し
な
が
ら
目
標

を
立
て
た
の
で
、
自
分
の
や

る
べ
き
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
ず
は
１
年
後
の
目
標
を
確

実
に
達
成
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
他
業
種
の
社
員
の
話
を
聞
け
る
貴

重
な
機
会
。
働
き
方
や
ル
ー
ル
の
違

い
な
ど
も
含
め
、
参
考
に
な
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

○
主
体
性
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
に

気
づ
け
た
。
今
後
は
熱
量
を
持
っ
て

失
敗
を
恐
れ
ず
、
行
動
し
て
行
く
こ

と
を
意
識
し
て
仕
事
に
臨
み
た
い
。

﹇
経
営
者
﹈

○
研
修
生
が
自
分
自
身
の
考
え
を

し
っ
か
り
持
っ
て
発
言
で
き
て
い
た

の
は
良
か
っ
た
。
経
営
者
と
し
て
も

新
た
な
発
見
や
学
び
が
あ
っ
た
の
で

今
後
に
生
か
し
た
い
。

○
社
員
の
気
持
ち
に
変
化
が
み
ら
れ

て
良
か
っ
た
。
こ
の
研
修
会
を
本
人

は
も
ち
ろ
ん
、
会
社
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
。

一般社員からリーダークラスへのフェーズアップ一般社員からリーダークラスへのフェーズアップ

2026伸び盛り社員研修会2026伸び盛り社員研修会
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九
月
十
五
日
（
火
）、
高
崎
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
共
同

求
人
委
員
会
に
よ
る
「
戦
略
的
採
用

の
仕
組
み
の
つ
く
り
方
／
第
一
回
」

を
開
催
。
企
業
の
発
展
・
継
続
に
不

可
欠
な
採
用
活
動
に
つ
い
て
、
講
義

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
参
加

各
社
の
現
状
や
課
題
を
交
流
し
合
い

ま
し
た
。

　

共
同
求
人
委
員
の
㈱
プ
ロ
タ
ゴ

ワ
ー
ク
ス
、
取
締
役
・
野
尻
浩
美
氏

（
高
崎
支
部
）
が
講
師
を
務
め
、
採

用
の
ベ
ー
ス
と
な
る
基
本
的
な
考
え

方
や
同
友
会
の
目
指
す
企
業
づ
く

り
、
採
用
市
場
の
現
状
や
学
校
教
育

の
変
化
な
ど
を
丁
寧
に
解
説
。「
採

用
活
動
は
未
来
へ
の
投
資
で
あ
り
、

企
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な

事
業
の
一
つ
。
だ
か
ら
こ
そ
戦
略
的

に
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
参
加
者
に

訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
講
義
の
合
間

に
は
「
参
加
の
目
的
」「
求
め
る
人

材
像
の
明
確
化
」「
不
足
人
材
の
検

討
」
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
も
と
に
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
採
用
戦
略
を

ま
と
め
る
上
で
重
要
な
自
社
の
考
え

方
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
始
ま
っ
た
全
五
回
に
わ

た
る
本
勉
強
会
。
自
社
の
現
状
や
課

題
を
正
し
く
理
解
し
、
効
果
的
な
戦

略
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
抱
え
る
採
用
に
お
け
る
悩
み

の
解
決
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

戦略的採用の戦略的採用の
仕組みのつくり方仕組みのつくり方

共同求人委員会

ダ
ン
ケ
・
ナ
イ
ト
！
〜
残
暑
を
ね
ぎ
ら
う
夜
〜

ダ
ン
ケ
・
ナ
イ
ト
！
〜
残
暑
を
ね
ぎ
ら
う
夜
〜

富
岡
安
中
支
部
９
月
例
会

同
友
会
と
経
営
の
魅
力
を
語
り
合
う

同
友
会
と
経
営
の
魅
力
を
語
り
合
う

高
崎
支
部
９
月
例
会

　

富
岡
安
中
支
部
で
は
九
月
二
十
五

日
（
金
）、
富
岡
市
内
の
「
だ
ん
家
」

を
会
場
に
「
ダ
ン
ケ
・
ナ
イ
ト
！
～

残
暑
を
ね
ぎ
ら
う
夜
～
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
揃
い
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て

お
祭
り
気
分
を
底
上
げ
し
、
佐
藤
支

部
長
の
乾
杯
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。今
年
の
夏
は
雨
も
多
く
、

残
暑
と
い
う
言
葉
も
さ
ほ
ど
聞
こ
え

　

九
月
二
十
五
日
（
金
）、
海
鮮
市

場
か
ら
っ
風
を
会
場
に
「
高
崎
支
部

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
食
事
を
囲

み
、
お
酒
も
入
っ
た
ダ
ン
ケ
・
ナ
イ

ト
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
各

テ
ー
ブ
ル
で
経
営
談
義
に
花
が
咲

き
、
当
初
の
予
定
時
間
で
は
収
ま
ら

ず
、
追
加
料
金
発
生
の
延
長
戦
に
突

入
す
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
と
な
り

ま
し
た
。

　

支
部
の
仲
間
と
酒
を
酌
み
交
わ

し
、
親
睦
を
深
め
た
参
加
者
は
、
よ

　

そ
の
後
、
山
岸
氏
（
群
馬
同
友
会

相
談
役
）
に
自
身
の
経
験
を
も
と
に

「
同
友
会
の
魅
力
」
を
大
い
に
語
っ
て

も
ら
っ
た
上
で
、
声
高
ら
か
に
乾
杯
。

参
加
者
は
事
前
に
割
り
振
ら
れ
た
グ

ル
ー
プ
で
「
自
己
紹
介
」「
同
友
会
に

入
会
し
た
き
っ
か
け
と
私
が
感
じ
て

い
る
同
友
会
の
魅
力
」「
会
社
経
営
の

魅
力
と
自
社
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
崎
支
部
の
例
会
企
画
と
し
て
、

久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
今
回
の
懇

親
会
例
会
。
い
つ
も
よ
り
早
い
時
間

に
飲
み
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

後
の
二
次
会
（
会
場
=
Ｌ
Ｏ
Ｌ
・
高

木
氏
／
高
崎
支
部
）
で
も
同
友
会
＆

経
営
談
義
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

り
結
束
し
充
実
し
た
支
部
活
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
！

九
月
例
会
」
を
開
催
。
今
回
は
通
常

例
会
と
は
趣
向
を
変
え
て
「
同
友
会

と
経
営
の
魅
力
を
本
音
で
語
り
合
う

懇
親
会
」
と
銘
打
ち
、
お
酒
を
酌
み

交
わ
し
な
が
ら
会
員
同
士
の
親
睦
・

交
流
を
深
め
る
機
会
と
し
ま
し
た
。

　

石
井
支
部
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、

座
長
の
坂
間
氏
が
本
例
会
の
開
催
趣

旨
を
説
明
。
今
年
度
、
高
崎
支
部
の

重
点
方
針
に
も
掲
げ
ら
れ
る
「
懇
親

会
で
学
び
を
実
践
へ
」
に
則
っ
た
企

画
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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沼
田
支
部
で
は
、
九
月
十
七
日

（
木
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
。
㈱
和
多
利
合

同
事
務
所
・
代
表
取
締
役
、
山
口
勝

氏
（
前
橋
支
部
）
が
、「
決
算
書
の

見
方
～
財
務
分
析
か
ら
見
る
未
来

～
」
を
テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

山
口
氏
は
、
事
前
に
よ
せ
ら
れ
た

「
価
格
決
定
／
設
備
投
資
の
タ
イ
ミ

ン
グ
／
人
財
育
成
」
と
い
っ
た
具
体

的
な
悩
み
を
提
示
し
、
そ
れ
ら
が
決

算
書
の
ど
こ
に
現
れ
る
か
を
財
務
分

析
の
視
点
か
ら
解
説
。
価
格
設
定
に

お
け
る
必
要
営
業
利
益
の
算
定
や
、

固
定
比
率
・
債
務
償
還
年
数
を
指
標

と
し
た
設
備
投
資
の
判
断
軸
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
生
産
性

の
高
い
企
業
は
高
給
与
で
推
移
す

る
」
と
い
う
公
式
の
も
と
、
一
人
当

た
り
の
限
界
利
益
を
高
め
る
職
務
能

社会的養護　児童養護施設社会的養護　児童養護施設
里親家庭を出た後って里親家庭を出た後って

どんな感じ？どんな感じ？
前橋支部９月例会

力
と
、
感
謝
や
信
頼
関
係
を

重
視
す
る
人
格
能
力
の
両
輪

に
よ
る
人
財
育
成
の
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
年

一
回
の
決
算
に
と
ど
ま
ら

ず
、
月
次
試
算
表
を
活
用
し

て
数
字
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
必
要
性
や
実
績
検
討
会
の

構
築
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
・
グ
ル
ー
プ
討

論
で
は
、
人
手
不
足
や
時
給

ア
ッ
プ
へ
の
対
応
、
事
業
承

継
や
技
術
継
承
、
業
界
固
有

の
採
算
管
理
と
い
っ
た
生
々

し
い
課
題
に
対
し
て
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
、
山
口
氏

か
ら
も
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

九
月
十
六
日
（
水
）、
ア
メ
イ
ジ

ン
グ
グ
レ
イ
ス
前
橋
を
会
場
に
「
前

橋
支
部
九
月
例
会
」を
開
催
。（
一
社
）

ヤ
ン
グ
・
ア
シ
ス
ト
（
ヤ
ン
グ
・
ア

シ
ス
ト
い
っ
ぽ
）、
事
業
所
代
表
・
山

岸
有
香
氏
（
前
橋
支
部
）
が
「
社
会

的
養
護　

児
童
養
護
施
設　

里
親
家

庭
を
出
た
後
っ
て
ど
ん
な
感
じ
？
」

の
テ
ー
マ
で
登
壇
し
ま
し
た
。
ま
た
、

報
告
前
に
は
、
山
岸
氏
も
委
員
と
し

て
活
動
す
る
障
害
者
雇
用
委
員
会
・

石
原
委
員
長
（
富
岡
安
中
支
部
）
よ

り
、
同
テ
ー
マ
を
障
害
者
雇
用
委
員

会
が
取
り
上
げ
る
理
由
が
「
人
を
生

か
す
経
営
」
の
観
点
か
ら
紹
介
さ
れ

た
上
で
報
告
に
入
り
ま
し
た
。

　

山
岸
氏
は
、
生
活
支
援
・
就
労
支

援
を
は
じ
め
、
出
前
講
座
セ
ミ
ナ
ー

や
学
習
支
援
、
医
療
・
法
律
相
談
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
支
援
の
一
部
を
紹

介
。
ま
た
、
利
用
者
が
養
護
施
設
を

出
て
就
職
先
で
働
く
際
の
ハ
ー
ド
ル

と
し
て
、
孤
独
感
や
金
銭
感
覚
の
ズ

レ
と
い
っ
た
具
体
的
な
課
題
を
挙

げ
、
周
囲
の
理
解
と
協
力
を
訴
え
ま

し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
若
者
が
﹃
こ
こ

が
自
分
の
居
場
所
だ
﹄
と
感
じ
、
長

く
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
（
社
風
）

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
感
じ

ま
す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

討
論
を
実
施
。
参
加
者
か
ら
は
「
長

く
従
業
員
が
働
け
る
職
場
づ
く
り
を

再
考
し
よ
う
と
思
っ
た
」「
会
社
が

自
分
の
居
場
所
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ

る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
が
出

ま
し
た
。

財
務
分
析
か
ら
見
る
未
来

財
務
分
析
か
ら
見
る
未
来

沼
田
支
部
９
月
例
会
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九
月
二
十
九
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
九

月
例
会
（
障
害
者
雇
用
委
員
会
合

同
）」
を
開
催
。「
中
小
企
業
に
お
け

る
障
害
者
雇
用
と
は
？
～
"
人
を
生

か
す
経
営
"
の
本
質
に
迫
る
～
」
と

題
し
、
二
名
の
報
告
と
グ
ル
ー
プ
討

論
を
通
じ
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

報
告
①
で
は
、
障
害
者
雇
用
委
員

長
を
務
め
る
石
原
秀
樹
氏
（
㈱
ヒ
ル

ズ
伊
勢
崎
）
が
登
壇
。
同
友
会
に
お

け
る
同
委
員
会
の
歴
史
を
辿
り
つ

つ
、
障
害
者
雇
用
は
「
人
を
生
か
す

経
営
の
背
骨
で
あ
り
、
自
社
の
課
題

を
教
え
て
く
れ
る
鏡
で
あ
る
」
と
強

調
。「
障
害
者
の
た
め
に
整
え
た
分

か
り
や
す
い
手
順
や
仕
組
み
は
、
結

果
と
し
て
全
社
員
が
働
き
や
す
い
環

境
に
つ
な
が
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

報
告
②
で
は
、
副
代
表
理
事
の
佐

藤
茂
樹
氏
（
㈱
山
一
製
作
所
）
が
自

社
に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
経
営
実

践
を
報
告
。
ひ
ら
が
な
を
用

い
た
手
順
書
の
作
成
や
防
音

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の
活
用
、
重
い

部
材
を
運
ぶ
作
業
（
水
す
ま

し
）の
担
当
化
な
ど
に
よ
り
、

職
場
の
雰
囲
気
改
善
や
パ
ー

ト
社
員
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
各
種
制
度
や
助

成
金
を
正
し
く
活
用
す
る
こ

と
で
「
教
育
に
時
間
を
か
け

ら
れ
る
余
裕
」
が
生
ま
れ
る

と
述
べ
、「
ハ
ー
ド
ル
は
思
っ

て
い
る
よ
り
ず
っ
と
低
い
」

と
力
強
く
参
加
者
に
語
り
か

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論

『同友ぐんま（通常号）』 広告募集

＊掲載を希望される場合は、同友会事務局までご連絡をお願いいたします

群馬中小企業家同友会・事務局
TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666

［広 告 料］ 2万円（一口×6回掲載）
［スペース］ 縦44mm×横87mm（一口分）

〝
人
を
生
か
す
経
営
〞の
本
質
に
迫
る

〝
人
を
生
か
す
経
営
〞の
本
質
に
迫
る

伊
勢
崎
支
部
９
月
例
会
（
障
害
者
雇
用
委
員
会
合
同
）

で
は
「
誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
ど
う
取
り
組
む
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。「
障
害
者
雇

用
を
特
別
な
こ
と
と
捉
え
ず
、
自
社

の
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
教
育
体
制
を
見

直
す
絶
好
の
機
会
と
捉
え
直
し
た

い
」「
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
ど

う
引
き
出
す
か
と
い
う
経
営
者
の
姿

勢
が
問
わ
れ
て
い
る
」「
取
り
組
ま

な
い
理
由
は
数
あ
れ
ど
、
最
終
的
に

は
経
営
者
自
身
の
判
断
・
決
断
。
今

回
の
例
会
が
一
歩
踏
み
出
す
キ
ッ
カ

ケ
に
な
れ
ば
」
な
ど
、
各
テ
ー
ブ
ル

で
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com
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め
る
中
で
、
創
業
者
の
父
へ

の
感
謝
を
実
感
し
、「
父
と

正
面
か
ら
向
き
合
い
対
立
す

る
姿
勢
か
ら
、
父
の
背
中
越

し
に
仕
事
を
見
る
感
覚
へ
と

視
点
が
変
わ
っ
た
」
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時

に
、
そ
の
大
き
な
背
中
を
越

え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
不
安

に
駆
ら
れ
た
こ
と
も
振
り
返

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
経
営

指
針
を
つ
く
る
会
」
に
参
加

し
、
経
営
理
念
を
成
文
化
し

た
こ
と
で
、
自
社
の
強
み
・

弱
み
と
向
き
合
っ
た
方
針
実

践
に
よ
り
、
大
幅
な
業
績
向

上
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

太
田
支
部
で
は
、
九
月
二
十
九
日

（
火
）、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
お
た
を
会

場
に
支
部
例
会
を
開
催
。「﹃
俺
が
こ

う
す
る
！
﹄
か
ら
、
経
営
者
と
し
て

の
一
歩
へ
～
新
社
長
と
し
て
新
た
な

挑
戦
～
」
と
題
し
、
㈲
中
島
イ
ー

デ
ィ
ー
エ
ム
、
代
表
取
締
役
・
中
島

純
貴
氏
（
同
支
部
）
が
自
身
の
事
業

承
継
と
経
営
実
践
の
歩
み
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

前
職
の
保
育
士
か
ら
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
期
に
家
業
へ
入

社
し
た
中
島
氏
。
入
社
当
初
は
「
自

分
は
何
を
作
っ
て
い
る
の
か
」「
人

の
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
」
と
葛
藤

す
る
日
々
を
送
っ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
試

練
に
直
面
し
口
数
が
減
っ
て
い
く
父

（
社
長
）
を
見
て
、
経
営
者
と
し
て

の
自
覚
が
芽
生
え
、
同
友
会
活
動
へ

自
発
的
に
参
加
し
始
め
ま
す
。「
同

友
会
を
使
い
倒
そ
う
」
と
学
び
を
深

「
俺
が
こ
う
す
る
」か
ら
、経
営
者
と
し
て
の
一
歩
へ

「
俺
が
こ
う
す
る
」か
ら
、経
営
者
と
し
て
の
一
歩
へ

太
田
支
部
９
月
例
会

　

そ
し
て
、
本
年
四
月
に
代
表
取
締

役
に
就
任
し
た
中
島
新
社
長
は
「
何

が
あ
っ
て
も
逃
げ
な
い
」
と
い
う
覚

悟
と
責
任
を
誓
い
、
経
営
を
愉
し
む

こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

報
告
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

「
経
営
者
と
し
て
達
成
し
た
こ
と
、

こ
れ
か
ら
達
成
し
た
い
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
議
論
を
展
開
。
各
テ
ー
ブ

ル
で
事
業
承
継
の
あ
り
方
や
経
営
理

念
の
社
内
浸
透
、
自
社
で
の
実
践
や

組
織
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期
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九
月
十
七
日
（
木
）、
桐
生
市
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐
生

み
ど
り
支
部
九
月
例
会
」
を
開
催
。

「
生
成
Ａ
Ｉ
×
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

　

変
化
す
る
仕
事
の
未
来
と
は
？
～

指
示
を
出
す
相
手
か
ら
共
に
働
く
相

棒
へ
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
六
本
木

事
務
所
、
代
表
取
締
役
・
六
本
木
直

人
氏
（
前
橋
支
部
）
が
、
Ａ
Ｉ
が
も

た
ら
す
ビ
ジ
ネ
ス
現
場
の
変
化
や
具

体
的
な
活
用
事
例
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

六
本
木
氏
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
単
な

る
質
問
回
答
ツ
ー
ル
か
ら
、
目
的
を

伝
え
れ
ば
自
律
的

に
仕
事
を
完
結
さ

せ
る
「
Ａ
Ｉ
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
」
の
時

代
へ
進
化
し
て
い

る
と
指
摘
。
そ
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、

メ
ー
ル
で
届
い
た

請
求
書
を
会
計
ソ

フ
ト
へ
と
自
動
入

力
す
る
様
子
を
披

露
し
ま
し
た
。
報

告
の
ま
と
め
で
六

本
木
氏
は
、
Ａ
Ｉ

を
経
営
の
相
棒
に

す
る
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
「
経
営
者
に

求
め
ら
れ
る
の
は

操
作
の
習
熟
で
は

な
く
、
Ａ
Ｉ
に
任

　

九
月
二
十
九
日
（
火
）、
渋
川
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
「
渋
川
吾
妻

支
部
九
月
例
会
」
を
開
催
。
外
構
・

エ
ク
ス
テ
リ
ア
の
設
計
・
施
工
な
ど

を
手
掛
け
る
㈱
ロ
ー
カ
ル
ガ
ー
デ

ン
、
代
表
取
締
役
・
小
松
崎
真
司
氏

（
前
橋
支
部
）
が
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

不
適
合
者
が
辿
り
着
い
た
非
拡
大
経

営
～
属
人
性
特
化
型
経
営
戦
略
と
今

後
の
業
界
展
望
～
」
を
テ
ー
マ
に
自

身
の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

小
松
崎
氏
は
、
安
さ
だ
け
が
評
価

さ
れ
る
前
職
時
代
の
経
験
か
ら
、
価

格
で
は
な
く
価
値
で
選
ば
れ
る
た
め

の
「
非
拡
大
経
営
」
に
注
力
。
顧
客

の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
「
庭
時
間
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
子
育
て
世

代
（
同
世
代
）
へ
の
共
感
型
提
案
で

売
上
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

せ
る
仕
事
と
人
間
に
し
か
で
き
な
い

仕
事
の
基
準
を
判
断
し
、
業
務
の
設

計
を
行
う
こ
と
に
あ
る
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
何
を

Ａ
Ｉ
に
任
せ
る
か
を
よ
く
考
え
、
業

務
効
率
化
を
す
す
め
た
い
」「
経
営

者
と
し
て
Ａ
Ｉ
と
の
接
し
方
や
向
き

合
い
方
を
改
め
て
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
」「
作
業
が
自
動
化
さ
れ
る

か
ら
こ
そ
、
信
頼
関
係
を
築
く
人
間

の
価
値
が
よ
り
高
ま
る
と
思
う
」
な

ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

生
成
Ａ
Ｉ
×
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト　

変
化
す
る
仕
事
の
未
来
と
は
？

生
成
Ａ
Ｉ
×
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト　

変
化
す
る
仕
事
の
未
来
と
は
？

桐
生
み
ど
り
支
部
９
月
例
会

サラリーマン不適合者がサラリーマン不適合者が
辿り着いた非拡大経営辿り着いた非拡大経営

渋川吾妻支部９月例会

に
つ
い
て
は
、
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
が

進
む
業
界
に
お
い
て
「
個
人
の
信
頼

と
属
人
性
の
追
求
こ
そ
が
生
き
残
る

道
に
な
る
」と
強
調
。
自
身
を「
ガ
ー

デ
ン
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
（
庭
の
指
揮

者
）」
と
位
置
づ
け
、
地
域
に
必
要

と
さ
れ
る
価
値
を
創
造
す
る
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
地
域
や
業
界
に

残
し
た
い
本
当
の
価
値
は
？
」
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
価
値
と

は
何
か
を
深
く
考
え
ら
れ
た
」「
前

向
き
な
ア
イ
デ
ア
と
、
そ
れ
を
実
現

す
る
行
動
力
が
大
事
」「
地
域
・
業

界
へ
の
視
点
の
重
要
性
が
わ
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

【訪問企業の仕事調査】
� ㈱アリサテック
� ㈱遠藤製作所　
　大泉高校は、大泉町の同校で企業訪問探求プログラムの
事前学習会を開いた。10月の企業訪問を前に普通科の１年
生40人が企業への質問を考えたり、仕事内容について調べ
たりした。
　同プログラムは、働く人との対話を通して将来の生き方
について考えてもらおうと初めて企画された。調べ学習な
ど４回の授業を経て、近隣地域の企業10社を訪問する。
　学習会には、共に協力企業で同町に工場がある㈱遠藤製
作所（群馬工場工場長・伊藤真氏／太田支部所属）と、人
材派遣などを手かける㈱アリサテック（代表取締役・佐藤
ジゼレ氏／太田支部所属）の社員が見学に訪れ、生徒の学
習の様子を見守った。
� ［９／ 19付上毛］

【熊本復興へ募金活動】
� ㈱群馬クレインサンダーズ
　７月に発生した熊本地震を受け、バスケットボール男子
Ｂリーグの㈱群馬クレインサンダーズ（代表取締役・阿久
澤毅氏／太田支部所属）は、太田市のオープンハウスアリー
ナ太田で募金活動を行った。子どもから大人まで多くの人
が被災地の復興を願い、募金に参加した。
　この日はサンダーズのプレシーズンマッチが開催された
ため、大勢の人が来場。試合前にサンダーズの辻直人選手
と鶴巻啓太選手が募金箱を持って、協力を呼びかけた。集
まった約５万円の寄付金は、Ｂリーグを通して被災地の各
自治体に贈られる。
� ［９／ 22付上毛］

【社員の出身国応援】
� ㈱磯部ガーデン
　ネパールと中国の国境付近で起きた土石流と洪水の被災
者を支援するため、安中市磯部の㈱磯部ガーデン（取締役
社長・櫻井太作氏／富岡安中支部所属）は、社内で集めた
50万円をネパール政府宛てに送金し、寄付した。
　運営する宿泊施設の社員のうち、ネパール出身者は外国
籍別で最多の10人に上り、日本人を含む全体社員の１割を
占める。「日頃から一生懸命に働き、会社を支える社員の出
身国を応援したい」と櫻井社長が思い立ち、社内全体集会
で寄付を呼びかけた。
� ［９／ 24付上毛］

【二輪車の安全願って】
� 冠稲荷神社ティアラグリーンパレス
　二輪車の安全祈願の拠点となる「オートバイ神社」に、太
田市細谷町の冠稲荷神社が県内で初めて認定され、24日に
境内で鎮座祭を行った。県内外のライダーが参拝し、交通
安全を祈った。自身もオートバイ愛好家の大塚嘉祟宮司（冠
稲荷神社ティアラグリーンパレス・代表役員／太田支部所
属）は「ライダーが気軽に立ち寄り、安全運転を意識して
もらう場にしたい」と話している。
　オートバイ神社は、一般社団法人日本二輪車文化協会が
認定する神社。宗教的な目的でなく、安全祈願の場やツー
リングライダーの休憩所となる、地域のランドマークを目
指している。現在67カ所が認定されているが、本県にはな
かった。
� ［９／ 25付上毛］

【館林で企業向け講座】
� コミュニケーションサポート
　企業の人材確保や雇用対策を知ってもらおうと、館林市
と館林商工会議所などは、市役所で市内企業向けの講座「部
下が育つ職場づくりとコミュニケーション」を開いた。企
業の採用担当者ら24人が職場環境を円滑にするコミュニ
ケーションの仕方を学んだ。

　元日本航空国際客室乗務員の齋藤由起子さん（コミュニ
ケーションサポート・代表／桐生みどり支部所属）が講師
を務めた。部下が育つための上司の役割は、一方的に教え
ることではなく、環境づくりにあると指摘。その上で、人
それぞれ判断基準には違いがあると強調し「『お互いさま』
の気持ちで、細かく言語化することが重要」と呼びかけた。
� ［10 ／３付上毛］

【企業連携　群馬盛り上げ】
� ㈱群馬クレインサンダーズ
　まちの笑顔を増やそうと、スーパーのとりせんとプロバ
スケットボールチーム運営の㈱群馬クレインサンダーズ（代
表取締役・阿久澤毅氏／太田支部所属）、県内に製造拠点を
置く飲料大手のサントリーグループは５日、共同のキャン
ペーンを６日に開始すると発表した。とりせんでサントリー
の飲料や酒類を購入すると、抽選で同チームの観戦チケッ
トなどが当たる。各企業で連携して地域を盛り上げる。
　キャンペーンは12月15日まで。とりせんの店舗で対象商
品を含む２千円以上の買い物をすると、VIPルーム観戦招待
券（10組20人）やサイン入りレプリカユニホーム（５人）、
とりせんカード２千ポイント（100人）が当たる。とりせん
アプリ会員限定。
� ［10 ／６付上毛］

【障害者の積極雇用　優良企業を表彰】
� ㈱吉田製作所
　県と独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構群馬
支部は９日、県庁昭和庁舎で、障害者雇用に積極的に取り
組む企業をたたえる県障害者雇用優良企業の表彰式を開い
た。県知事表彰の６事業所、同機構の理事長表彰と理事長
努力賞の各１事業所が表彰された。
　障害者雇用を促進しようと、県と同支部が毎年開催。受
賞事業所は次の通り。
▽県知事表彰　㈱吉田製作所（代表取締役・羽柴孝之氏／
太田支部所属）※会員のみ抜粋。
� ［10 ／ 10付上毛］

【地域清掃100回達成】
� 石川建設㈱
　総合建設業の石川建設㈱（支店長・石川貢氏／太田支部
所属）が取り組む地域清掃「社会感謝デー」が、100回に達
した。社員が職場や建設現場周辺の一斉清掃を展開した。
　社会感謝デーは、地域の一員として環境について考え奉
仕しようと2001年12月に始め、３カ月に１回実施している。
　節目の清掃の前に、本社で記念式典を実施。石川社長は「25
年も続いたのは素晴らしい。地域の皆さまから石川建設で
良かったと言われる会社を目指す」と述べ、参加者をねぎ
らった。
� ［10 ／ 14付上毛］

【働くイメージ学生に】
� 共愛学園前橋国際大学
� しののめ信用金庫　　
　県内就職の促進に向けた県内企業と大学生の交流イベン
ト「ぐんま若者シゴトーク」が15日、前橋市の共愛学園前
橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部所属）で開かれた。
同大国際社会学部心理・人間文化コース１年の75人が県内
５社の採用担当者と同大卒業生の説明で働くイメージを膨
らませた。
　両毛システムズ、しののめ信用金庫（理事長・横山慶一
氏／富岡安中支部所属）、群馬トヨタグループ、高崎共同計
算センター、赤尾商事が参加した。業務内容や福利厚生、仕
事の向き合い方などを伝えた。学生から「仕事のやりがい
は何か」「選んだ理由は」といった質問が出ていた。
� ［10 ／ 16付上毛］

【会員登録変更】
　フジセン技工㈱（太田支部所属）は、この度、「代表取締
役社長・木下友氏」に会員登録を変更しました。
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10 月度常任理事会承認

高
崎
支
部

太
田
支
部

〒370-0883　高崎市剣崎町113

〒373-0815　太田市東別所町303-6

　高崎市剣崎町で、工事現場や工場など
で必要な保安用品・製造・販売・レンタル・
施工を行っています。会員の皆様の豊富な
経験や知識から経営について学び、自身の
成長とより良い会社づくりにつなげたいと
思います。よろしくお願いいたします。

　SNSやウエブ動画の企画・制作を行って
います。同友会を通じてさまざまな業種の
皆さまと交流し、新しい考え方や価値観に
触れたいと思っています。どうぞよろしくお
願いいたします。

ＴＥＬ：027－344－1811
FAX：027－344－0970

ＴＥＬ：0276－55－8413

工事現場や工場の保安用品の製造・販売・レンタル・施工

動画（企画・製作）、SNSコンサル

【紹介者／守口　智】

【紹介者／阿久戸英男】
運動・車・バイク・旅行

㈲高崎保安機材

㈱スマイフ

取締役
陳　　　泰　宗

Ｈ７年生

代表取締役
稲　葉　祐　司

Ｓ49年生

③
十
月
二
二
～
二
三
日
開
催
「
中
同

協
役
員
研
修
会
（
山
形
）」
参
加
案

内④
十
月
三
〇
日
開
催
「
関
東
甲
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
交
流
会
（
神
奈

川
）」
参
加
案
内

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
関
東
甲
信
越　

経
営
労
働
委
員

会
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
in
千
葉
に
つ
い

て
　

小
板
橋
経
営
労
働
委
員
長
よ
り
、

こ
れ
ま
で
有
志
で
開
催
さ
れ
て
き
た

同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
千
葉
同
友
会

主
催
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
そ
れ
を
受
け
て
「
複
数
同
友
会

の
合
同
行
事
」
と
し
て
群
馬
同
友
会

も
協
力
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

２
．
二
〇
二
六
経
営
研
究
集
会
の
役

割
分
担
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い

て
　

茂
原
実
行
委
員
長
よ
り
、
経
営
研

究
集
会
の
役
割
分
担
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
こ
れ

を
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
支
部

参
加
状
況
や
分
科
会
別
参
加
状
況
、

グ
ル
ー
プ
長
候
補
選
任
な
ど
の
依
頼

事
項
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

３
．
新
年
度
の
理
事
選
考
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
確
認
と
推
薦
依
頼
に
つ
い

て
　

新
年
度
の
理
事
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
組

織
へ
理
事
候
補
者
の
推
薦
依
頼
が
あ

日
時　

十
月
六
日
（
火
）

※
今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
町
田
、
杉
﨑
、
佐

藤
、
理
事
／
小
板
橋
、
山
﨑
、
関
口
、

石
原
、
茂
原
、
佐
藤
、
周
藤
、
齋
藤
、

石
井
、
諏
訪
、
平
野
、
桑
原
、
大
川
、

鈴
木
、
岡
田
、
小
柴
、
事
務
局
／
阿

久
澤
、
竹
内
、
佐
藤
（
役
員
計
十
九

名
）

【
議　

事
】

　

佐
藤
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
杉
﨑
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
六
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
九
月
十
一
日
開
催
「
関
東
甲
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
（
長
野
）」

参
加
報
告

②
十
月
一
～
二
日
開
催
「
第
五
四
回

青
年
経
営
者
全
国
交
流
会
in
宮
城
」

参
加
報
告

り
ま
し
た
。

４
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
二

名
、
退
会
者
三
名
を
承
認
。
会
員
数

は
四
九
九
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
度
支
部
別
入
退
会
率
・

例
会
参
加
率
な
ど
の
資
料
が
事
務
局

よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
（
共
同
求
人
委
員
会

企
画
）

　

関
口
共
同
求
人
委
員
長
に
よ
る

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
必
要
性
」
の
問

題
提
起
を
受
け
て「
同
友
会
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
と
し
て
、
何
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
？
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。
地
域
の
学

校
か
ら
の
期
待
や
協
力
依
頼
に
応
え

る
組
織
づ
く
り
や
未
来
を
語
れ
る
会

社
づ
く
り
、
社
員
の
自
己
実
現
や
愛

社
精
神
・
地
元
愛
の
醸
成
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ⅳ
．
そ
の
他

１
．
次
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
小

林
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
十
一
月
四
日
（
水
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

第６回

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社


